
令和８年度 第１回新潟東警察署協議会議事概要 

 

開催日時  令和８年６月 22日（月）午後１時 30分から午後３時 00分まで 

開催場所  新潟東警察署講堂 

出 席 者 

委      員
 

(定数 11人)
 

猪俣会長 本多副会長 青木委員 枝並委員 

大野委員 相馬委員  星山委員 本望委員 

水谷委員 若林委員 

    （会長・副会長以下 50音順） 

計 10人 

警   察 

渡邉署長 大塚副署長 五十嵐会計官 

恩田警務課長 渡邉留置管理課長  

長井生活安全課長 新保地域課長 松田刑事課長 

成田交通課長 横山警備課長 

計 10人 

 

管内の治安情勢 

 署長等から、令和８年５月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明が 

あった。 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

署長等から、前回答申した重点推進項目の取組状況について説明があった。 

１ 安心感を高める街頭活動の強化 

(1) 巡回連絡による街頭活動を推進した。 

(2) 警らや検問などによる街頭活動を推進した。 

(3) 街頭活動中、職務質問により各種犯罪被疑者を検挙した。 

２ 特殊詐欺等被害防止対策の推進 

(1) 特殊詐欺被害防止功労者へ署長感謝状を贈呈した。 

(2) 行政機関等と連携した特殊詐欺被害防止広報活動等を実施した。 

(3) 特殊詐欺被害防止講話を実施した。 

(4) 特殊詐欺被害防止対策アプリを普及促進した。 

３ 交通事故防止対策の推進 

(1) 通学路を含む生活道路の交通安全対策を実施した。 

(2) 自転車安全対策（自転車に対する交通反則通告制度の適用）を実施した。 

(3) 高齢者交通事故防止対策（運転免許証自主返納制度の広報）を実施した。 

(4) 春の全国交通安全運動における横断指導や広報を実施した。 



諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 安心感を高める街頭活動の強化 

制服警察官やパトカーを街頭に出す『見せる警戒』を推進し、犯罪抑止、交通事 

故防止活動を強化する。また、地域における問題解決活動を推進する。 

２ 特殊詐欺等被害防止対策の推進 

被害の多いオレオレ詐欺、架空料金請求詐欺の手口について、引き続き防犯講話 

や国際電話利用休止手続き等の説明、関係機関・団体と連携した被害防止対策を推 

進する。 

３ 交通事故防止対策の推進 

(1) 暑さが原因の疲労による漫然運転が懸念されることから、公共駐車場でのドラ 

イバーに対する広報を推進する。 

(2) 夏季は飲酒運転が多発する傾向があり、夜間検問を中心とした抑止活動を推進 

する。 

(3) 交差点関連違反等の取締りや高齢者事故防止広報を推進する。 

答申  

新潟東警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよう答申し 

た。 

意見・要望・質疑、審議等（〇は署長等の説明） 

１ 不審者における定義、基準について伺う。 

 ○ 不審者という定義は法律上ありません。具体的な事例で説明しますと、小学生 

が「かわいい」と見知らぬ人から声を掛けられ、おかしいと思い不審者として通 

報や相談されるケースがあります。そのような場合は、同時間パトロール等によ 

り行為者の特定と指導に努めています。 

２ 少年犯罪についてどのような行為が対象になって、どのような処罰があるのか、 

現状と対策を教えていただきたい。 

○ 対象となる行為は成人と同じです。ただ、14歳未満の少年については、犯罪と 

して取り扱うことができません。また、少年には原則として刑事罰は与えられ 

ず、一般的な処分として保護処分となります。現状、当署管内では万引きやスプ 

レー等による落書きの器物損壊等が発生しています。引き続き、犯罪発生を防ぐ 

ために少年補導活動を強化していくほか、学校と連携の上、抑止活動を強化して 

まいります。 

 



３ 詐欺について、銀行で高齢者がお金を引き出すことについて厳しく対応している 

のに、何億も騙し取られる被害があるのはなぜなのか。 

○ 携帯電話を使った振り込みにより、何度も振り込みを繰り返し被害が高額とな 

るケースがあります。また、金融機関が振込み理由を確認しておりますが、犯人 

からは「車の購入やリフォーム代金の支払い」と説明するように指示され、警察 

官が現場に行って確認することにより、被害と気づくケースもあります。騙され 

ないための広報をさらに進めてまいります。 

４ 大学内で自転車が盗まれたり、パンクさせられたりすることがあるが、どう対応 

すべきなのか教えていただきたい。 

 ○ 警察署や交番で被害届を出して下さい。些細なことでも構いませんので、警察 

署に問い合わせて下さい。緊急時はためらわず 110番通報して下さい。緊急でな 

い相談事は、専用ダイヤル「♯9110」という番号もありますので活用して下さ 

い。 

５ 簡単に個人情報を提供することで、犯罪等に巻き込まれる危険性があることを学 

校の講演会などで教えていただきたい。 

 ○ 講演の機会を設けて広報啓発活動に努めます。 

速度取締り指針の説明  

 交通課長から、交通事故実態に合わせた速度取締りを実施する旨の説明があり、了

承した。 

その他 

【会長挨拶】            【委嘱状交付】 

 


